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開発を行ってきた2).これまでに開発されたコンピ ュ ー タ
上のカウンセリングシステムやこころのケ ア システムで
揺,問題解決型と呼ばれるシステム中心の処理が行われて
いる｡しかし,問題解決型 シ ス テ ム で は , コ ン ピ ュ ー タか
ら選択肢が提示され,選 択 肢 を た だ 答 え て い く と い う シ ス
テムになっている.その た め ,機 械 的 で 人 間 同 士 で 行 うカ
ウンセリングのようなコミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き ず ,親 し
みやすさに欠けるという問題 点 が あ っ た .親 し み や す さに
欠けると,深い意識や思考を引 き 出 せ な く な り , カ ウ ン セ
リングをより深く行えない.この問 題 点 を 解 決 す る 手 法 の
一つとして,カウンセ リングシステム を 音 声 対 話 で 利 用 可



















































































































表 l アンケー ト結果
アンケー ト項目 男性 女性 合計
音声認識での操作は面白いか? 4.125 4.5 4.2
音声認識での操作は使いやすいか? 3.625 2.5 3.4
音声がきちんと認識されたか? 4.125 3.0 3.9





































































4) 宗像恒次,小森まり子,鈴木浄美,橋本左由 理 ,
鈴木克則 :SAT法を学ぶ,金子書房,2007
